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新規のシェーグレン症候群モデルマウスの治療ターゲットとして、新規の GPCR X を同定した。新

しいシェーグレン症候群患者の治療薬の開発を目的に、3 種類の GPCR 抗原ペプチドを準備して、ウ

サギに免疫し、ポリクロ抗体を作製した。他に、GPCR X の下流シグナルを阻害する 6 種類のペプチ

ドを作製した。 
 GPCR X を常時発現する細胞を用いて、ウエスタン法で下流シグナルの変化を評価して、3 種類の

GPCR ポリクロ抗体と 6 種類の GPCR X ペプチドの阻害効果を確認した。 
特許取得を目指して、GPCR X 阻害剤を修飾する目的に、継続して、新規のスクリーニング系を開

発している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


